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名
和
町
か
ら
　

名
和
中
学
校
の
根
平
雄
一
郎
校
長

の
退
任
に
と
も
な
い
、
9
月
10
日
付

け
で
、
鳥
取
県
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修

企
画
課
長
の
松
本
敏
浩
氏
が
新
校
長

と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

　

松
本
校
長
は
「
あ
い
さ
つ
の
大
切

さ
、
語
り
合
う
こ
と
の
楽
し
さ
に
つ

い
て
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
名
和
町

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
頑
張
り
ま

す
」
と
着
任
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

名
和
中
学
校
長
の

　

人
事
異
動
に
つ
い
て

鳥
取
県
か
ら

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金

　

交
付
事
業
の
お
し
ら
せ

台
風
18
号
に
よ
り

　
　

被
災
さ
れ
た
方
へ

国
・
そ
の
他
の

　
　

機
関
か
ら

　

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
台
風
18
号

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
を
対
象
と
し

て
災
害
復
興
住
宅
融
資
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方
で

公
庫
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
返
済
中
の
方

に
対
す
る
返
済
相
談
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
中

国
支
店(

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐

８
７
１
６　

平
日
及
び
第
1
・
3
日

曜
日
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時)

鳥
取
県
最
低
賃
金
が

　
　

改
正
さ
れ
ま
す
!!

◆
平
成
16
年
10
月
1
日
よ
り
、
鳥
取

県
最
低
賃
金
が
1
時
間
６
１
１
円
に

改
正
さ
れ
ま
す
。

◆
鳥
取
県
最
低
賃
金
は
、
業
種
や
規

模
、常
用
、臨
時
、ア
ル
バ
イ
ト
、パ
ー

ト
な
ど
の
雇
用
形
態
を
問
わ
ず
、
県

内
の
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

※
電
気
機
械
器
具
等
製
造
業
と
各

　

種
商
品
小
売
業
に
つ
い
て
は
、
鳥

　

取
県
最
低
賃
金
と
は
別
に
産
業
別

　

最
低
賃
金
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

人の動き（9月末現在）

世帯数　2,335 戸 ( －　2)

人　口　7,459 人 ( － 12)

  男　　 3,577 人 ( －　4)

  女　　 3,882 人 ( －　8)

  転 入 12 人　転 出 20 人

  出 生　4人　死 亡　8人

　

来
る
10
月
18
日
、
い
よ
い
よ
名
和

町
・
中
山
町
・
大
山
町
に
よ
る
合
併

調
印
式
が
、
名
和
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
23
日
に
は
、
名
和
町

町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
も
挙
行

さ
れ
ま
す
。

　

名
和
町
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振

り
返
り
、
そ
し
て
新み

ら

い町
へ･･･

。

　

ふ
る
さ
と
・
名
和
に
と
っ
て
、
歴

史
的
な
転
機
と
な
る
こ
の
10
月
。
秋

の
夜
長
に
、
涼
や
か
な
風
の
音
と

虫
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
あ
な

た
が
描
く
ふ
る
さ
と
の
50
年
後
は
、

い
っ
た
い
ど
ん
な
姿
を
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

悪
い
予
想
を
覆
し
、
輝
く
夢
を

現
実
の
も
の
に
す
る
た
め
に
、「
今
」

だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。　
　
　
　
　

〈
R
〉

太田 歌乃 ちゃん
（御来屋 6区）

9 月 14 日の 3歳児健診

むし歯のなかった

おともだち

　

不
妊
治
療
の
う
ち
、
体
外
受
精
及

び
顕
微
授
精
に
つ
い
て
経
費
の
一
部

が
助
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
に
な
る
方
は

　

①
ご
夫
婦
ま
た
は
、
ご
夫
婦
い
ず

　

れ
か
一
方
が
鳥
取
県
に
1
年
以
上

　

お
住
ま
い
の
方

　

②
平
成
16
年
4
月
1
日
以
降
に
体

　

外
受
精
及
び
顕
微
授
精
治
療
を
受

　

け
ら
れ
た
方

　

③
ご
夫
婦
の
所
得
合
計
が
６
５
０

　

万
円
以
下
の
方

　

以
上
の
条
件
に
す
べ
て
該
当
す
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
西
部
福
祉
保
健
局
健
康

支
援
課(

☎
31
‐
９
３
１
８)

へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

人
権
尊
重
の
町
づ
く
り
を
す
る
う
え

で
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
「
名
和
町

人
権
施
策
総
合
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

名
和
町
で
は
人
権
・
同
和
問
題
の
解

決
を
町
政
の
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ

け
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
が
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
平
成
6
年
に
は
「
名
和

町
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別

を
な
く
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
部
落

差
別
を
は
じ
め
、
障
害
者
、
女
性
、
高

齢
者
、
在
住
外
国
人
な
ど
に
対
す
る
差

別
を
解
消
す
る
た
め
、
教
育
や
啓
発
活

動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
定
の
成
果
は
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
差
別

や
偏
見
が
根
強
く
現
存
し
、
こ
れ
を
な

く
す
た
め
の
課
題
が
数
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
の
変
化
と
と
も

▲このたび策定された
「名和町人権施策総合計画」

に
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
人
権
問
題
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
人
権
が
保
障
さ
れ
る
町
づ
く
り

を
よ
り
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
昨

年
度
よ
り
「
名
和
町
部
落
差
別
を
は
じ

め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
施
策
の

策
定
審
議
会
」
で
、「
名
和
町
人
権
施

策
総
合
計
画
」
の
策
定
に
む
け
て
審
議

を
重
ね
、ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
「
人
権
施
策
総
合
計
画
」
は
、

「
第
4
次
名
和
町
総
合
計
画
」
を
基
に

人
権
に
関
す
る
施
策
を
よ
り
具
体
的
に

進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
が
、
そ
の

内
容
は
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見
を
な
く

し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
保
障

さ
れ
、
人
と
し
て
の
尊
厳
が
保
た
れ
て

い
く
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
分
野
に

対
し
行
政
の
各
領
域
で
重
視
し
て
い
く

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
21
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
に
あ
ら
ゆ
る
生

活
の
中
で
、「
人
権
」
や
「
人
と
し
て

の
尊
厳
」
に
つ
い
て
気
づ
く
こ
と
、
思

い
を
深
め
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
み
ん
な
で
「
名
和
町
人
権
施

策
総
合
計
画
」
を
柱
と
し
て
、
一
人
ひ

と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

10
月
18
日
か
ら
24
日
は

　

行
政
相
談
週
間
で
す

　

行
政
相
談
制
度
と
は
、
国
の
行
政

全
般
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要

望
を
受
け
付
け
、
公
正
・
中
立
の
立

場
か
ら
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進

を
図
っ
て
い
く
、
総
務
省
の
管
轄
す

る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
つ
い
て
広
く
国
民
の

理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
い
、
利

用
を
促
進
す
る
た
め
、
次
の
日
程
で

米
子
合
同
行
政
相
談
所
が
開
設
さ
れ

ま
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

10
月
22
日(

金)

　
　
　
　

午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時

◆
会
場　

米
子
市
役
所

　
　
　
　

4
階　

４
０
１
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

鳥
取
行
政
評
価
事
務
所

　

(

☎
０
８
５
７
‐
24
‐
５
５
４
２)

◆
最
低
賃
金
に
は
、
次
の
賃
金
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

①
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族

　

手
当

②
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

③
1
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払

　

わ
れ
る
賃
金

④
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
及
び
深

　

夜
労
働
の
割
増
賃
金

【
問
い
合
わ
せ
先
】

鳥
取
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

(

☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
５)

ま
た
は
各
労
働
基
準
監
督
署

年
末
調
整
説
明
会
を

　
　
　

お
こ
な
い
ま
す

　

平
成
16
年
度
分
給
与
所
得
者
の

「
年
末
調
整
説
明
会
」
を
次
の
日
程

で
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
16
日(

火)

　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら
3
時
30
分

◆
会
場　

名
和
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
者

　

大
山
町
、
名
和
町
、
中
山
町
に
所

　

在
す
る
源
泉
徴
収
義
務
者
。

　

(

官
公
庁
・
個
人
の
青
色
申
告
事

　

業
者
を
含
む)

ま
た
は
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱

店
」と
表
示
の
あ
る
金
融
機
関
ま
で
。

返
済
相
談
は
公
庫
ま
た
は
現
在
返
済

中
の
金
融
機
関
ま
で
。

　

住
宅
金
融
公
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

h
ttp://w

w
w
.jyuk

ou.g
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（92）～人権施策総合計画を策定～


